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Malo(サモア語でこんにちは)！ 

JICA海外協力隊 2024年度 3次隊、太平洋の島国・サモアの女子校・ 

St.Mary中高等学校に PC インストラクターとして派遣中の関根明希乃です。 

7/3に、

International dayが開催されました！

St.Maryにはトンガ人の先生が 2人、フィジー人

の先生が 2人、ガーナ人の先生が 1人、そして日

本人の私が 1人いて、全校生徒 450人が４グル

ープに分かれ、各国のダンスや歌を練習し、民族

衣装を着て、発表するイベントです。当日はサモア

のテレビ局が 3局取材に来ました！更に、サモア

日本大使館の大使様や、JICAサモア支所の局長

などもゲストとしていらっしゃいました！ 
サモア日本大使館 

大使様 

校長先生に学校専属カメラマンに

任命されたので、今回も皆の写真を

沢山撮りました！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 フィジーグループの先生達。 

左の 2人の先生がフィジー出身 

フィジーの花嫁衣装 

Masi 

★ダンス：Vakamalolo 

★歌：Juleini 

HanaHana 

（魚を捕まえる歌です） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トンガ出身の先生 

トンガの花嫁衣装 

Valamai 

トンガ出身の先生 

★ダンス＆歌： 

・Lakalaka、Taotonga 

・Mate Maa Tonga 

（ラグビー応援歌！） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民族衣装

Bubu 

民族衣装

Kaba 

ガーナ出身の先生 

皆サングラス！ 

★ダンス＆歌： 

Thank you Papa           

&Prepaid 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ダンス：ソーラン節 

★歌：スピッツ『チェリー』 

ローマ字読みと和訳を書いた紙を

配りなんと暗記して歌えるように！ 

皆で鶴を１３０羽折り 

飾り付け 

生徒会の子達はサモア日本大使館

から借りた浴衣を着ました 

ハッピの縫い方を図付きで英語

で書いて配り、皆で作りました 



 

                

 

2種類の民族衣装を

着て、サモアのダンス

を踊りました！ 

5月後半から練習をはじめ、はじめは、『変な踊り！』と馬鹿にされ悲しかった

ソーラン節。でも、段々生徒達も愛着が湧き、どっこいどっこい言うようになり

ました笑 スピッツの『チェリー』を教えてから、私に『アイシテル！』と言ってく

れる生徒達もいて嬉しいです！笑 

日本のイベントと違い、直前まで不確定なこと、でもやらなければいけないこ

と、上手く伝わらなくて悔しいことも沢山ありました。来賓の方に振る舞う為、

寿司など日本食を１００人分用意しなければいけなかったり…笑 その分、達

成感はとても大きいです！！これをきっかけに、生徒達が少しでも良い思い出

を作れたなら、日本を身近に感じられたなら嬉しいなと思います！ 

            ２025．7.31 

ＪＩＣＡ海外協力隊 2024年度３次隊 

サモア・ＰＣインストラクター隊員

関根明希乃


